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研究概要
本研究は、生物多様性の保全と防災を同時に実現するNature-based	Solutions	（NbS）	の
定量的評価と計画手法を確立し、実装のモデルケースを示すことを目的とする。研究対象地であ
るマレーシア第二の都市ジョホールバルでは、気候変動や都市化による水循環の変化に伴う洪水
の頻発、熱帯雨林のプラテーション化や開発による河川水質の悪化、湿地などの氾濫原の消失に
よる生物多様性の低下が生じている。これらの課題を解決するため、都市の上流域に湿地を再生
することで、洪水防御、水資源涵養、水質浄化および生態系の保全・再生を図る取り組みが計画
されているが、効果を定量的に評価する技術や科学的知見の蓄積が不足しているため、社会実装
に至っていない。本研究では、数値計算による洪水氾濫シミュレーション、水質や生物多様性の
現地調査に基づく湿地再生による環境変化のモデリングによって、防災・減災および生態系の保
全・再生のコベネフィットを定量的に評価する。本提案は具体的な都市を対象とした、局所的か
つ実践的な研究であるが、本提案で構築された研究プロセスや計画手法は他の地域でも適用可能
であり、「アジア発のNbSアプローチ」の実現の大きな一歩となる。
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